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微分係数（導関数）
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関数の増分と微分
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変数xの増分 に対応する関数f(x,y)の増分

関数の微分：関数の増分の主要な部分
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微分（differential)の公式
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合成関数の微分係数
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変数ｘの関数ｆがあり、さらに、「変数」fの関数ｇがある場合

助変数（パラメタ）の微分係数
ある変数ｔ の二つの関数 f(t), g(t)が与えられているとする。
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微分の応用例
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単振り子の周期Tは、ひもの長さL,重力加速度ｇとすると

ひもの長さが約2％変化したとき、周期Tは近似的にどれくらい変化するか.

解

周期Tをひもの長さLの関数とみなして、周期の変化ΔTを周期の微分で近似する。
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周期はほぼ１％変化する
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